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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

22年9月期第3四半期  8,340  19.7  298  253.5  299  238.7  122  402.9

21年9月期第3四半期  6,965 －  84 －  88 －  24 － 

  
1株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
1株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

22年9月期第3四半期  4,545  80  4,504  52

21年9月期第3四半期  907  36  899  46

  総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

22年9月期第3四半期  3,489  1,929  55.1  71,282  24

21年9月期  2,985  1,811  60.7  67,306  87

（参考）自己資本 22年9月期第3四半期 1,921百万円 21年9月期 1,811百万円

  
年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

21年9月期 －    

－  

 0 00 －  500 00  500  00

22年9月期  0 00 －  

22年9月期（予想） 1,000 00  1,000  00

（注）当四半期における配当予想の修正有無：有・ 無

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  11,266  21.1  376  234.3  379  244.5  172 －  6,412  33

（注）当四半期における業績予想の修正有無： 有 ・無



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他」をご覧ください。） 

新規        社 （社名）                    除外        社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短

信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続を実施中です。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる条件及び業績予想の御利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業 

績予想に関する定性的情報」を御覧ください。 

  

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ： 有 ・無

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用： 有 ・無

① 会計基準等の改正に伴う変更： 有 ・無

② ①以外の変更       ： 有 ・無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年9月期3Ｑ 27,270株 21年9月期 27,225株

②  期末自己株式数 22年9月期3Ｑ 316株 21年9月期 316株

③  期中平均株式数（四半期累計） 22年9月期3Ｑ 26,950株 21年9月期3Ｑ 26,846株



  

  

添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  2

（１）連結経営成績に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（２）連結財政状態に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（３）連結業績予想に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  3

２．その他の情報 ……………………………………………………………………………………………………………  3

（１）重要な子会社の異動の概要 ………………………………………………………………………………………  3

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ……………………………………………………………………  3

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ……………………………………………………………  3

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 ……………………………………………………………………  3

３．連結財務諸表等 …………………………………………………………………………………………………………  4

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………  4

（２）四半期連結損益計算書 ……………………………………………………………………………………………  6

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………………  7

（４）継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………………………………………  8

（５）セグメント情報 ……………………………………………………………………………………………………  8

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………………………………………  8

４．補足情報 …………………………………………………………………………………………………………………  9

－ 1 －

㈱アイレップ（2132）平成22年９月期　第３四半期決算短信



（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の改善や緊急経済対策の効果などを背景に、企業収

益の改善が続いているものの、雇用情勢は依然として厳しい状態にあり、欧州を中心とした海外景気の下振れ懸

念、金融資本市場の変動やデフレの影響など、景気を下押しするリスクが存在し、実体経済の先行きについては引

き続き厳しい状況が続くものとみられております。 

 当社グループが関連するインターネット広告市場においては、平成21年の広告費が7,069億円（前年比1.2％増：

株式会社電通調査）と景気後退の影響を受け一時期冷え込んだものの、回復傾向にあり、ほぼ横ばいの成長となっ

ております。そのうち、当社が専業とするSEM市場は1,710億円（前年比8.6％増）と成長率が鈍化したものの堅調

な成長を続けており、さらに、モバイル広告に関しては1,031億円（前年比12.9％増）と拡大傾向が続いておりま

す。 

 このような状況にあって当社グループ（当社、連結子会社１社及び持分法適用会社１社）は、前期に引き続きリ

スティング広告とSEOを中心としたSEM事業を、SEM専業企業として技術志向のマーケティング支援を中心として行

ってまいりました。モバイルSEMソリューション、リスティング広告とアフィリエイトマーケティングを組み合わ

せたマーケティングソリューション、自社サイトの運営など関連サービスの提供も進めております。また、持分法

適用会社である株式会社レリバンシー・プラスは、広告代理店を専ら対象としたSEMサービス企業としてグループ

全体としてのシナジー効果を高めております。さらに、インターネットメディアレップのリーディングカンパニー

であるデジタル・アドバタイジング・コンソーシアム株式会社との業務・資本提携により、リスティング広告にと

どまらない事業展開を進め、SEM専業会社からSEMやアフィリエイトマーケティングを中心として広告主のマーケテ

ィングを最適化する「デジタルマーケティングエージェンシー」への転換を図り、企業価値を向上させ、ネット広

告市場における競争力を強化しております。 

 一方、バーティカルマーケティング領域においては、インターネットマーケティング事業とシナジー効果の高い

事業に資源を注力するため、株式会社あいけあの全株式を譲渡し、シニアマーケティング事業から撤退いたしまし

た。しかしながら、新たな事業として、当社が保有する検索エンジンマーケティングのノウハウを提供して、太陽

光発電システムのインターネットを活用した販売促進を包括的に支援すること、また、その他の環境・エネルギー

関連商材のインターネットを活用した販売、環境・エネルギー関連のメディア開発等を行うことを目的とした連結

子会社である株式会社グリーンエネルギーマーケティングを設立し、グリーンエネルギーマーケティング事業に進

出いたしました。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は8,340百万円（前年同期比19.7％増）、営業利益298百

万円（同253.5％増）、経常利益299百万円（同238.7％増）と予想を上回る結果となり、今後の収益貢献の見込み

が低いサイトを適正に評価することによる減損損失を計上したものの、四半期純利益は122百万円（同402.9％増）

となりました。 

  

 なお、当社グループは、インターネットマーケティング事業の売上高及び営業利益の金額が、全セグメントの売

上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメントの業

績の記載を省略しております。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べて503百万円増加し、3,489百万円とな

りました。これは主に、税金等調整前四半期純利益による現金及び預金の増加210百万円並びに売掛債権の増加に

伴う受取手形及び売掛金の増加352百万円によるものであります。 

 負債については、前連結会計年度末と比べて385百万円増加し、1,559百万円となりました。これは主に、仕入債

務の増加に伴う買掛金の増加261百万円及び法人税等の計上に伴う未払法人税等の増加92百万円によるものであり

ます。 

 純資産については、前連結会計年度末と比べて117百万円増加し、1,929百万円となりました。これは主に、配当

金の確定により13百万円減少するも四半期純利益122百万円の計上により利益剰余金が109百万円増加したことによ

るものであります。 

  

<キャッシュ・フローの状況> 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比

べて210百万円増加し、1,276百万円となりました。 

 当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果、増加した資金は303百万円（前年同四半期は199百万円の減少）となりました。これは主に、売

上債権の増加348百万円等の減少要因があったものの、仕入債務の増加266百万円及び税金等調整前四半期純利益

220百万円等の増加要因があったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果、減少した資金は91百万円（前年同四半期は45百万円の減少）となりました。これは主に、投資

有価証券の取得による支出53百万円及び本社増床による敷金及び保証金の差入による支出27百万円等の減少要因が

あったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、減少した資金は1百万円（前年同四半期は36百万円の減少）となりました。これは主に、少数

株主からの払込による収入9百万円等の増加要因があったものの、配当金の支払額13百万円の減少要因があったこ

とによるものであります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におきましては、引き続き世界的な景況感や雇用情勢が低迷していることにより広告

費の削減や採用の抑制が続く企業が多くありました。しかし、一部には経済環境の悪影響を受けていない独自のビ

ジネスモデルを提供する企業や業績が回復基調にある企業も見受けられます。このような状況にあるクライアント

に関しては、リスティング広告の出稿が当初の予想を超えて増加いたしました。この当社の中心サービスであるリ

スティング広告販売の伸びによって、連結売上高が当初の予算を上回る傾向で推移しており、収益面におきまして

も、リスティング広告販売の伸びによる利益額の確保に加えて、経費削減による販管費の抑制を継続してきた成果

がでております。 

 以上により、平成21年11月13日の決算短信で公表しました平成22年９月期通期連結業績予想を修正しておりま

す。詳細につきましては、本日公表しました「平成22年９月期業績予想の修正及び特別損失の計上に関するお知ら

せ」をご参照ください。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

該当事項はありません。   

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,276,701 1,066,372

受取手形及び売掛金 1,613,940 1,261,582

その他 92,684 152,746

貸倒引当金 △11,029 △7,320

流動資産合計 2,972,297 2,473,380

固定資産   

有形固定資産   

建物 18,407 17,415

減価償却累計額 △8,688 △7,326

建物（純額） 9,718 10,088

工具、器具及び備品 26,060 24,387

減価償却累計額 △19,925 △17,870

工具、器具及び備品（純額） 6,135 6,517

有形固定資産合計 15,853 16,606

無形固定資産   

のれん 31,042 115,457

その他 8,280 8,899

無形固定資産合計 39,323 124,356

投資その他の資産   

投資その他の資産 467,649 396,103

貸倒引当金 △6,092 △24,906

投資その他の資産合計 461,557 371,197

固定資産合計 516,734 512,160

資産合計 3,489,031 2,985,541

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,187,032 925,961

未払法人税等 92,276 90

賞与引当金 16,848 －

その他 221,612 211,583

流動負債合計 1,517,769 1,137,635

固定負債   

長期預り保証金 42,217 36,746

固定負債合計 42,217 36,746

負債合計 1,559,987 1,174,381
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年９月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 537,890 536,765

資本剰余金 527,890 526,765

利益剰余金 907,466 798,408

自己株式 △44,807 △44,807

株主資本合計 1,928,439 1,817,130

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △7,097 △5,969

評価・換算差額等合計 △7,097 △5,969

少数株主持分 7,702 －

純資産合計 1,929,044 1,811,160

負債純資産合計 3,489,031 2,985,541
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 6,965,472 8,340,067

売上原価 5,799,815 6,988,246

売上総利益 1,165,656 1,351,821

販売費及び一般管理費 1,081,283 1,053,546

営業利益 84,373 298,275

営業外収益   

受取利息 845 242

受取配当金 － 2,740

受取手数料 2,467 2,541

法人税等還付加算金 － 1,812

サイト譲渡収入 2,800 －

その他 2,426 630

営業外収益合計 8,540 7,966

営業外費用   

持分法による投資損失 2,388 4,698

保険解約損 1,973 －

その他 79 1,851

営業外費用合計 4,441 6,550

経常利益 88,471 299,690

特別損失   

減損損失 23,892 68,550

その他 － 10,969

特別損失合計 23,892 79,520

税金等調整前四半期純利益 64,579 220,170

法人税、住民税及び事業税 43,815 119,906

過年度法人税等 － 14,767

法人税等調整額 △3,596 △34,918

法人税等合計 40,219 99,754

少数株主損失（△） － △2,097

四半期純利益 24,359 122,513
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 64,579 220,170

減価償却費 34,170 25,605

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,619 △15,104

受取利息及び受取配当金 △845 △2,982

持分法による投資損益（△は益） 2,388 4,698

関係会社株式売却損益（△は益） － 6,994

固定資産除却損 － 3,974

減損損失 23,892 68,550

売上債権の増減額（△は増加） △145,752 △348,276

たな卸資産の増減額（△は増加） 609 －

仕入債務の増減額（△は減少） 112,506 266,699

賞与引当金の増減額（△は減少） 20,484 17,300

未払消費税等の増減額（△は減少） △34,714 42,188

その他 △56,851 △17,151

小計 27,088 272,667

利息及び配当金の受取額 845 2,982

法人税等の支払額 △227,577 △39,213

法人税等の還付額 － 66,778

営業活動によるキャッシュ・フロー △199,642 303,215

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △6,521 △220

無形固定資産の取得による支出 △3,328 △3,500

営業譲受による支出 △30,150 △4,380

投資有価証券の取得による支出 △2,256 △53,557

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収入

－ 923

敷金及び保証金の差入による支出 △39,657 △27,208

敷金及び保証金の回収による収入 4,686 129

預り保証金の受入による収入 36,746 5,471

保険積立金の積立による支出 △7,392 △9,226

保険積立金の解約による収入 2,552 －

その他 30 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △45,291 △91,568

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 3,170 2,176

少数株主からの払込みによる収入 － 9,800

配当金の支払額 △39,964 △13,293

財務活動によるキャッシュ・フロー △36,794 △1,317

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △281,728 210,329

現金及び現金同等物の期首残高 1,317,084 1,066,372

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,035,355 1,276,701
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該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年６月30日） 

 インターネットマーケティング事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益

の金額の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しておりま

す。 

   

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年10月１日 至 平成22年６月30日） 

 インターネットマーケティング事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益

の金額の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しておりま

す。 

   

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年６月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

   

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年10月１日 至 平成22年６月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

   

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年６月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

   

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年10月１日 至 平成22年６月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

  

該当事項はありません。 

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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  生産、受注及び販売の状況 

(1) 生産実績 

 当社グループの事業は、サービスの提供にあたり、製品の生産を行っていないため、当該記載を省略しており

ます。 

  

(2) 仕入実績 

 当第３四半期連結累計期間における仕入実績を仕入先別に示すと、次のとおりであります。 

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(3) 受注状況 

 当社グループの事業は、受注の確定から売上の計上までの期間が短いため、受注実績についてはその記載を省

略しております。 

  

(4) 販売実績 

 インターネットマーケティング事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利

益の金額の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメントごとの販売実績の記載を

省略しております。 

 なお、前第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結累計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販

売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。 

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

４．補足情報

仕入先  

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成21年10月１日 

  至 平成22年６月30日） 

前年同期比（％） 

ヤフー㈱（千円）   3,857,765 15.2 

Ｇoogle,Inc.（千円）  2,700,957 26.8  

その他（千円）  281,857 79.2 

合計（千円）  6,840,580 21.4 

相手先  

前第３四半期連結累計期間 

（自 平成20年10月１日 

  至 平成21年６月30日） 

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成21年10月１日 

  至 平成22年６月30日） 

金額（千円） 割合（％）  金額（千円）  割合（％）  

㈱アドバンスクリエイト   606,998  8.7  1,003,318  12.0

㈱ガリバーインターナショナル   738,692  10.6  538,314  6.5
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